
項 ⽬ 内 容
名称 コレウス・フォルスコリー、カリウス・フォレスコリー、コレウス [英]Coleus

Forskohlii、Coleus [学名]Coleus Forskohlii、Coleus barbatus、Plectranthus
barbatus

概要 コレウス・フォルスコリーはインド原産の多年草本であり、熱帯地域で栽培されて
いる。インドでは、コレウス・フォルスコリーの根を
漬け物として⾷されているが、⽇本では⾷品衛⽣法に
基づき、⾷品衛⽣上の危害の発⽣を防⽌する⾒地から
特別の注意を必要とする成分等 (指定成分等）」に指
定されている。

法規・制度 ■⾷品衛⽣法
「⾷品衛⽣上の危害の発⽣を防⽌する⾒地から特別の注意を必要とする成分⼜は物
であって、厚⽣労働⼤⾂が薬事・⾷品衛⽣審議会の意⾒を聴いて指定したもの（指
定成分等）」に該当する。

■⾷品表⽰基準
当該成分を含有する⾷品は、「指定成分等含有⾷品」に該当し、指定成分等含有⾷
品である旨等の表⽰が義務表⽰となる。

■⾷薬区分
・根︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材
料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・ジテルペン (フォルスコリンE〜J、フォルスコジテルペンA〜D、コレオノールB
〜D、1-デオキシフォルスコリン) などを含む (101) 。

分析法 ・フォルスコリンをフォトダイオードアレイ検出器付逆相HPLCにより分析した報告
がある (PMID:12852560) 。
・フォルスコリンをELSD-HPLCにより分析した報告がある (PMID:20503921) 。



有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当らない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当らない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当らない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当らない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当らない。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当らない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当らない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当らない。

肥満 RCT
・肥満男性 (BMI≧26) 30名 (試験群15名、平均28.7±8.6歳、アメリカ) を対象と
した⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、コレウス・フォルスコリー抽出
物 (フォルスコリン10％含有) 250 mg×2/⽇を12週間摂取させたところ、体脂肪
量の低下と⾻量、⾎中ホルモン (遊離テストステロン) の増加が認められた。⼀⽅、
体重、除脂肪体重、総テストステロン、収縮期⾎圧、拡張期⾎圧に影響は認められ
なかった (PMID:16129715) 。
・過体重または肥満の成⼈30名 (試験群15名、平均40.9±13.8歳、オーストラリ
ア) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、⾷事制限および運
動指導とともにコレウス・フォルスコリー抽出物 (フォルスコリン10%含有) 250
mg×2回/⽇を12週間摂取させたところ、糖代謝マーカー (インスリン、HOMA-IR)
の低下が認められた。⼀⽅、体重、BMI、ウエスト径、ヒップ径、ウエスト/ヒップ
⽐、⾎圧、糖代謝マーカー (空腹時⾎糖) 、⾷欲関連ホルモン (レプチン、グレリ
ン) 、⾎中脂質に影響は認められなかった (PMID:26593941) 。

その他 調べた⽂献の中に⾒当らない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=16129715&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=26593941&dopt=Abstract
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